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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
超音波プローブから取得した信号に基づいて生体内の組織の断層画像を生成する画像処理
部と、
前記断層画像から胎児の頭部に対応する楕円を算出し、前記楕円の妥当性を判定し、妥当
性が判定された前記楕円を用いて前記胎児の頭部を計測する頭部計測部と、
前記頭部計測部の計測結果を表示する表示部と、を備える、
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
請求項１記載の超音波診断装置であって、
前記頭部計測部は、
入力された前記断層画像を極座標変換する変換部と、
前記変換部により極座標変換された画像から経路を探索する探索部と、
前記探索部により探索された経路を逆変換する逆変換部と、
前記逆変換部により逆変換された経路に対して楕円を算出する楕円算出部と、前記楕円算
出部により算出された楕円の妥当性を判定する妥当性判定部と、を有する、
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
請求項２記載の超音波診断装置であって、
前記楕円算出部は、前記経路上の輝度総和を用いて、頭部輪郭の検出を行う、
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ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
請求項２記載の超音波診断装置であって、
前記妥当性判定部は、前記楕円の長軸短軸比を用いて妥当性を判定する、
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
請求項２記載の超音波診断装置であって、
前記頭部計測部は、
前記妥当性判定部で妥当性を判定された楕円の角度を補正する角度補正部を更に有する、
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
請求項５記載の超音波診断装置であって、
前記角度補正部は、直線上の輝度総和を用いて楕円の角度を補正する、
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
超音波診断装置の画像処理方法であって、
前記超音波診断装置は、超音波プローブから取得した信号に基づいて生体内の組織の断層
画像を生成し、前記断層画像から胎児の頭部に対応する楕円を算出し、算出した前記楕円
の妥当性を判定し、妥当性が判定され前記楕円を用いて前記胎児の頭部を計測する、
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項８】
請求項７記載の画像処理方法であって、
前記超音波診断装置は、前記胎児の頭部の計測に際し、入力された前記断層画像を極座標
変換し、極座標変換された画像から経路を探索し、探索された経路を逆変換し、逆変換さ
れた経路に対して楕円を算出し、算出された楕円の妥当性を判定する、
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
請求項８記載の画像処理方法であって、
前記超音波診断装置は、逆変換された前記経路上の輝度総和を用いて、前記胎児の頭部の
輪郭の検出を行う、
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
請求項８記載の画像処理方法であって、
前記超音波診断装置は、前記楕円の長軸短軸比を用いて妥当性を判定する、
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１１】
請求項８記載の画像処理方法であって、
前記超音波診断装置は、妥当性を判定された前記楕円の角度を補正する、
ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１２】
請求項８記載の画像処理方法であって、
前記断層画像は記憶された複数の断層画像であり、
前記超音波診断装置は、記憶された前記複数の断層画像から前記胎児の頭部を計測する、
ことを特徴とする画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置における胎児診断の高効率化技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　超音波診断装置における胎児の発育状況を診断する手法として、胎児の所定部位の長さ
、または計測結果から推定された胎児の体重を用いることが一般的に行われている。すな
わち、超音波診断装置で取得した胎児の頭部の断面画像では、超音波を反射しやすい頭蓋
骨の上下および正中線等が描出され、このような画像から、例えば正中線に直交方向の長
さである児頭大横径（BPD：BiParietal Diameter）や、児頭前後径（OFD：Occipt-Fronta
l Diameter）、児頭周囲長（HC：Head Circumference）等を計測する。
【０００３】
　また、腹部の幅や前後長、周囲長、大腿骨長等を計測し、特殊な多項式に代入すること
で児体重を推定する。発育状況の診断は、計測結果や推定結果を用いて、当該妊娠週数で
の標準的な部位長、児体重と比較することで行われる。現在は、主に医療従事者（ユーザ
）が手動でカーソル等を指定し計測している。また、この胎児計測を自動的に行う技術と
して、特許文献１にパターンマッチングを用いて胎児の頭部を自動的に計測する技術が開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開2011-240132号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した手動の方法は、複雑かつ多くの操作が必要であり、検査時間の長大化の要因と
なっている。また、医療従事者間における熟練度の差などにより、計測結果に差異が生じ
てしまうという課題がある。また、自動計測においては、パターンマッチングは様々な形
状があり、またノイズの多い超音波画像においては計測精度に問題があると考えられ、ま
た計算コストが高いことから計測に時間を要してしまうという課題がある。
【０００６】
　本発明の目的は、上記の課題を解決し、簡便かつ高速に計測を可能とし、ユーザの熟練
度に依存しない定量的な計測結果を得ることが可能な超音波診断装置、及び画像処理方法
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明においては、超音波プローブから取得した信号に基
づいて生体内の組織の断層画像を生成する画像処理部と、断層画像から胎児の頭部に対応
する楕円を算出し、楕円の妥当性を判定し、妥当性が判定された楕円を用いて胎児の頭部
を計測する頭部計測部と、頭部計測部の計測結果を表示する表示部と、を備える構成の超
音波診断装置を提供する。
【０００８】
　また、上記目的を達成するため、本発明においては、超音波プローブから取得した信号
に基づいて生体内の組織の断層画像を生成する画像処理部と、画像処理部により生成され
た断層画像を複数記憶可能な記憶部と、記憶された複数の断層画像から胎児の頭部を計測
する頭部計測部と、頭部計測部の計測結果を表示する表示部と、を備える構成の超音波診
断装置を提供する。
【０００９】
　更に、上記の目的を達成するため、本発明においては、超音波診断装置の画像処理方法
であって、超音波診断装置は、超音波プローブから取得した信号に基づいて生体内の組織
の断層画像を生成し、断層画像から胎児の頭部に対応する楕円を算出し、算出した楕円の
妥当性を判定し、妥当性が判定され楕円を用いて、胎児の頭部を計測する画像処理方法を
提供する。
【発明の効果】
【００１０】
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　本発明によれば、より簡便に胎児の頭部の計測が可能となり、操作性の向上ならびに検
査時間の短縮を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】超音波診断装置によって取得される胎児頭部断層像の一例を示す図である。
【図２】実施例１に係る、超音波診断装置の構成の一例を示す図である。
【図３】実施例１に係る、頭部計測部の構成の一例を示す図である。
【図４】実施例１に係る、極座標変換された超音波画像の一例を示す図である。
【図５】実施例１に係る、極座標変換された超音波画像から探索された経路を示す図であ
る。
【図６】実施例１に係る、頭部計測部における探索処理を説明するための図である。
【図７】実施例１に係る、頭部計測部における探索処理を説明するための図である。
【図８】実施例１に係る、頭部計測部における探索処理を説明するための図である。
【図９】実施例１に係る、探索された経路を示す図である。
【図１０】実施例１に係る、探索された経路に対して当てはめられた楕円を示す図である
。
【図１１】実施例１に係る、頭部計測部における算出処理を説明するための図である。
【図１２】実施例１に係る、頭部計測部における算出処理を説明するための図である。
【図１３】実施例１に係る、表示部の表示例を示す図である。
【図１４】実施例２に係る、頭部計測部の構成の一例を示す図である。
【図１５】実施例２に係る、角度補正処理を説明するための図である。
【図１６】実施例２に係る、角度補正部の構成の一例を示す図である。
【図１７】実施例３に係る、超音波診断装置の構成の一例を示す図である。
【図１８】実施例３に係る、表示部の一表示例を示す図である。
【図１９】実施例３に係る、表示部の他の表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の種々の実施例を図面に従い、順次説明する。それに先立ち、図1を用い
て、胎児の頭部の断面画像の一例を説明する。図１は、超音波診断装置で取得した胎児の
頭部の断面画像1001の一例を示している。図1において、斜線部は高エコー（高輝度）領
域を示している。測定に適した超音波画像では超音波を反射しやすい頭蓋骨の上下1002お
よび正中線1006が描出される。このような画像から、例えば正中線1006に直交方向の長
である児頭大横径（BPD：BiParietal Diameter）1003や、児頭前後径（OFD：Occipt-Fron
tal Diameter）1004、児頭周囲長（HC：Head Circumference）1005等を計測することがで
きる。
【実施例１】
【００１３】
　図2は、実施例１に係る、超音波診断装置の一例を示す図である。本実施例は、超音波
プローブから取得した信号に基づいて生体内の組織の断層画像を生成する画像処理部と、
断層画像から胎児の頭部に対応する楕円を算出し、楕円の妥当性を判定し、妥当性が判定
された楕円を用いて胎児の頭部を計測する頭部計測部と、頭部計測部の計測結果を表示す
る表示部と、を備える構成の超音波診断装置の実施例である。また、超音波診断装置の画
像処理方法であって、超音波プローブから取得した信号に基づいて生体内の組織の断層画
像を生成し、断層画像から胎児の頭部に対応する楕円を算出し、算出した楕円の妥当性を
判定し、妥当性が判定され楕円を用いて、胎児の頭部を計測する画像処理方法の実施例で
ある。本実施例によれば、より簡便に胎児の頭部の計測が可能となり、操作性の向上なら
びに検査時間の短縮を図ることができる。また、ユーザの熟練度に依存しない計測結果を
取得することができる。
【００１４】
　図2に示す超音波診断装置は、エコーデータを取得するための超音波振動子による探触
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子2001、送信パルスの制御、受信エコー信号の増幅を行う送受信部2002、アナログ／デジ
タル変換部2003、多数の振動子からの受信エコーを束ねて整相加算するビームフォーミン
グ処理部2004、ビームフォーミング処理部2004からのRF信号に対してダイナミックレンジ
圧縮、フィルタ処理等、及び走査変換処理を行い、断層画像データを生成する画像処理部
2005、タッチパネル、キーボード、トラックボール等により計測開始操作を入力可能なユ
ーザ入力部2006、入力部2006の入力から胎児計測の実行を制御する制御部2007、画像処理
部2005で生成された画像データから胎児の頭部を計測する頭部計測部2008、計測結果を表
示する表示部2009からなる。その中で、RF信号に対してダイナミックレンジ圧縮、フィル
タ処理等、及び走査変換処理を行い、断層画像データを生成する画像処理部2005、胎児計
測の実行を制御する制御部2007、胎児の頭部を計測する頭部計測部2008は、例えばコンピ
ュータの中央処理部（CPU）2010によるプログラム実行により実現できる。
【００１５】
　以下、本実施例の超音波診断装置のそれぞれの機能ブロックについて順次説明する。ま
ず、頭部計測部2008に関して説明する。頭部計測部2008は入力部2006および制御部2009か
らの計測開始信号に基づいて取得された画像に対し計測を行う。この計測は、上述したCP
U2010のプログラム処理によって実行可能である。
【００１６】
　図3は、頭部計測部2008の詳細な機能構成の一例を示している。以下、それぞれの処理
について説明する。まず、極座標変換部3001は、図1に示すような取得された超音波画像1
001を極座標変換する。極座標変換とは任意の中心位置に対して、たとえば縦軸を中心か
らの距離、横軸を角度として変換するものである。なお本実施例においては中心の初期値
として入力画像の中央を選択する。図4に、図1の超音波画像1001を極座標変換したときの
一例を示した。図4において、横軸は角度、縦軸は距離を示している。
【００１７】
　頭部計測部2008の探索部3002は、図5に示すように、極座標変換された画像から経路上
の輝度総和が最大となるような経路5001を探索する。この際、探索された経路5001が画像
空間において閉曲線となるよう、画像の左右端部において縦軸であるy座標が近接するよ
うな経路を探索することが望ましい。輝度総和が最大となるような経路の探索にはどのよ
うな手法を用いてもよいが、本実施例においては動的計画法を用いた場合について説明す
る。
【００１８】
　まず図6に示すように注目画素6001の左側3画素6002のうち、輝度値が最大の画素値を対
象画素の画素値に加算する。前記工程を画像上端から下端に向けて行い、次に左端から右
端に向けて行うことで探索マップを生成する。探索マップにおいて、輝度が高い部分ほど
輝度総和が大きい領域を示している。
【００１９】
　次に図7に示す探索マップ右端から最大輝度の画素7001を検出する。図8に示すように現
在画素位置8001に対して、左側3画素8002のうち輝度値の最も高い画素を選択する。前記
工程を画像左端まで行う。経路が探索マップ左端に到達した後、探索開始点と探索終了点
のy座標を比較し、差が大きい場合には、探索マップ右端から2番目に高い輝度値を有する
点を探索開始点とし、再度探索を行う。これを探索開始点と探索終了点の差が一定範囲内
になるまで繰り返す。
【００２０】
　上記工程により輝度総和最大曲線を探索する。本実施例においては尺度として輝度値を
用いているが、これに限定されるものではなく、例えば輝度の勾配情報、エッジ量、エン
トロピー、尤度、HoG、SaliencyMap、L1、L2ノルム等、もしくはそれらの組み合わせを利
用してもよい。また、使用する尺度においては最大化ではなく最小化もしくは最適化が行
われることに注意されたい。また、本実施例では探索マップ生成を右方向、探索方向を左
方向としているが、それぞれ逆方向にしてもかまわない。
【００２１】
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　頭部計測部2008の逆変換部3003は、探索された経路5001を画像空間に逆変換する。図9
に逆変換部3003により逆変換された曲線9001を示す。
【００２２】
　頭部計測部2008の楕円算出部004は、曲線9001と入力画像を用いて、胎児頭部を近似し
た楕円を算出する。まず、曲線9001上の全画素のうち、より高輝度な一定割合、たとえば
50%の画素を抽出する。これは、経路上に存在する画素のうち頭蓋骨上に存在する画素を
抽出し使用することで楕円の精度を高めるためである。次に、抽出した画素から候補点を
5点以上無作為に選択する。これらの点を用いて楕円の当てはめを行う。楕円の当てはめ
方法にはハフ変換や最小2畳法、多項式を用いた最適化手法等があり、どのような手法を
用いてもかまわない。次に、算出された楕円と抽出された画素との距離を計算し、一定値
以内、たとえば5画素以内の画素数を楕円上画素数として記録する。上記処理を一定回数
、たとえば100回行い、楕円上画素数が最大となった楕円を、胎児頭部を近似した楕円と
して採用する。
【００２３】
　頭部計測部2008の妥当性判定部3005は、当てはめられた楕円の妥当性を判定する。妥当
性の判定には、楕円の長軸と短軸の比を利用する。算出された楕円の長軸短軸比が一定範
囲内に収まっていれば妥当性有りと判定する。それ以外の場合には妥当性なしと判定し、
中心部マスク部3006において処理を行い、再度探索を行う。なお、妥当性判定部3005にお
ける楕円の妥当性判定には楕円の大きさ、位置、角度等のうちのいずれかもしくはこれら
を組み合わせて用いてもよい。
【００２４】
　中心部マスク部3006は、極座標変換された画像に対し、中心からの距離が一定範囲以内
の領域をマスクし探索領域から除外する。これは、図1に示すように、計測に用いられる
胎児画像には正中線1006と呼ばれる頭蓋骨内にある高輝度領域が存在し、正中線1006を通
る経路を誤探索してしまう場合を想定している。中心部マスク部3006によって、中心から
一定範囲をマスクすることにより、正中線1006を通る経路が探索されることを抑制可能で
ある。
【００２５】
　頭部計測部2008の終了判定部3007は上記手法の終了判定を行う。例えば、変換部3001～
中心部マスク部3006までの一連の処理を3回繰り返すことで終了とする。また、算出され
た楕円の位置、大きさ、角度等のパラメータの変動が小さくなったときに終了するように
してもよい。
【００２６】
　中心更新部3008は、終了判定部3007によって終了判定がなされなかった場合、楕円算出
部3004において算出された楕円の中心を、次の繰返しにおける変換部3001の中心座標とし
て更新する。これにより、より頭部の中心に近い点を用いて極座標変換を行うことが可能
となり、探索部3003および楕円算出部3004における経路探索及び楕円算出の精度向上が期
待できる。
【００２７】
　頭部計測部2008の算出部3005は、図11に示すように算出された楕円の短軸11001と胎児
頭蓋骨（図中斜線部）の外側および内側との交点11002～11005を検出する。胎児頭部の計
測方法として、上部外側と下部内側の長さを計測する場合と、上部外側と下部外側の長さ
を計測する場合とが存在するためである。交点の検出には勾配を用いる。勾配の算出には
差分値やSobelフィルタ、ラプラシアンフィルタ、プリューイットフィルタ等を用いるこ
とが可能だが、本実施例ではSobelフィルタを用いた場合について説明する。
【００２８】
　図12は本実施例の検出方法を説明するための図である。図12に示すように、短軸を延長
した直線12001上の上下外内の探索範囲12002～12005のそれぞれについて、黒丸にて示す
各点での勾配強度を算出し、勾配強度が最大となるような点をそれぞれの交点とする。ま
た、複数の方向について上記処理を行うことにより、図11に示す胎児頭蓋骨の外周楕円11
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006を算出するようにしてもよい。外周楕円11006を算出した場合、外周楕円11006の周囲
長を頭部周囲長（HC）、長軸11007の長さを児頭前後径（OFD）として算出する。
【００２９】
　頭部計測部2008における計測結果を受け、図２の超音波診断装置の表示部2009は、頭部
計測部2008の計測結果を表示する。図13は本実施例の装置による表示例を示す図である。
超音波画像に対する表示項目を示す計測結果表示窓13001の位置は超音波画像を遮蔽しな
いようにすることが望ましい。図13では右下に表示しているが、右上、左上、左下等に表
示してもかまわない。また、表示項目も自由に選択できることが望ましい。加えて、たと
えば既知の妊娠週数と頭部の各所定部位長を同時に表示したり、計測結果から妊娠週数を
推定し同時に表示したりしてもよい。
【００３０】
　以上のように、本実施例によれば、より簡便に胎児の頭部の計測が可能となり、操作性
の向上ならびに検査時間の短縮を図ることができる。また、ユーザの熟練度に依存しない
計測結果を取得することができる。
【実施例２】
【００３１】
　実施例２は、胎児頭部を近似する楕円として当てはめられた楕円の角度が本来の頭部に
対し傾いてしまった場合において、その傾きを補正し、より適切な計測結果を取得可能な
超音波診断装置の実施例である。本実施例においても、装置の全体構成は、実施例１同様
、図2で表される。本実施例が実施例１と異なる点は、頭部計測部2008において、楕円の
角度補正部を設けることにある。この角度補正部は、実施例１同様、頭部計測部2008を実
現するCPUのプログラム処理によって実現可能である。
【００３２】
　図14は、実施例２における頭部計測部2008の構成の一例を示す図である。図14において
、図3に示した構成要素と同一の要素に関しては、同一の符号を付してその説明を省略す
る。図14において、追加された角度補正部14001は、胎児頭部を近似した楕円として当て
はめられた楕円の角度を補正する。
【００３３】
　図15に示すように胎児頭部を計測するための超音波画像には、胎児の前後方向に正中線
と呼ばれる高輝度領域15001が描出される。この際、当てはめられた楕円の長軸方向と正
中線は同一の方向となることが望ましい。そこで、当てはめられた楕円15002が図15のよ
うに傾いている場合、この正中線15001を利用して、角度を補正する。
【００３４】
　図16は、本実施例における角度補正部14001の構成の一例を示す図である。図16に示す
ように、角度補正部14001は、直線上の輝度総和を算出する輝度総和算出部16001、輝度総
和算出部16001の結果から、角度補正を行うかどうか判定する判定部16002、判定部16002
の結果に基づき角度補正を行う補正部16003から構成される。以下、それぞれの処理につ
いて説明する。
【００３５】
　輝度総和算出部16001は、長軸15003を基準とし角度方向に探索を行い、複数の角度にお
ける直線上の輝度総和を算出する。
【００３６】
　判定部16002は、算出された各角度における輝度総和の分布の分散を算出し、補正を行
うかどうかを判定する。正中線が明瞭に描画されている場合、輝度総和算出部16001にお
いて算出された輝度総和の分布は、正中線と一致する角度で鋭いピークを持ち、分散が高
くなることが予想される。しかしながら正中線が描画されない場合、輝度総和の分布はピ
ークを持たず、分散は低くなる。これを利用し、分散が一定値以上の場合、角度補正を行
う。
【００３７】
　補正部16003は、判定部16002の判定要否結果に基づき、輝度総和算出部16001により算
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出された各角度の輝度総和のうち、最大となる角度を算出し、補正を行う。正中線15001
は高輝度領域であるため、適切な角度の直線15004上の輝度総和が最大値となり、補正角
度が算出できる。また本実施例においては輝度総和を用いているが、補正手法としては2
次モーメントやパターンマッチング、主成分分析による角度推定等及びそれらの組み合わ
せを用いてもよい。
【００３８】
　以上のように、本実施例によれば、適切な角度で計測された、より好適な計測結果を取
得することができる。
【実施例３】
【００３９】
　実施例３は、超音波装置内に記憶部を設け、或いは上述したコンピュータの記憶部を利
用し、計測開始時に撮影、記憶された複数枚の画像に対し計測を行う実施例である。すな
わち、超音波プローブから取得した信号に基づいて生体内の組織の断層画像を生成する画
像処理部と、画像処理部により生成された断層画像を複数記憶可能な記憶部と、記憶され
た複数の断層画像から胎児の頭部を計測する頭部計測部と、頭部計測部の計測結果を表示
する表示部とを備える構成の超音波診断装置の実施例である。本実施例によれば、計測開
始操作時に胎児もしくは探触子が移動するなどして適切な画像が取得できなかった際にも
、簡便な操作で適切な計測結果を取得することが可能となる。
【００４０】
　本実施例における装置の全体構成は図1７で表される。図17において、図2に示した構成
要素と同一の要素に関しては、同一の符号を付してその説明を省略する。本実施例が実施
例１および実施例２と異なる点は、記憶部17001に記憶された、計測開始時の複数枚の画
像を用い、頭部計測部2008において複数枚の画像について頭部の計測を行うことにある。
【００４１】
　記憶部17001は画像処理部2005で生成された超音波画像を一時的に記憶する。入力部200
6によって、計測の実行が送信されると、頭部計測部2008は記憶部17001に記録された複数
枚の画像に対し、頭部計測を実行する。
【００４２】
　本実施例の超音波診断装置の表示部17002の表示画像について説明する。図18は、本実
施例の表示部17002の表示例である。図18に示すように、ユーザが計測の実行を入力した
ときの画像に対し計測を行った結果18001と、記憶部17001内の画像に対し計測を行った結
果群18002を並べて表示する。ユーザは入力部2006、及び制御部2007を介して、結果18001
および結果群18002の中からより適切な計測結果を選択することが可能である。また、図1
9に示すように複数の計測結果から、最適な計測結果19001を選択し表示するようにしても
よい。たとえば、最長の計測結果を得られた画像を表示する、あるいは事前にユーザによ
り入力された妊娠週数により標準的な長さがわかっている場合には、標準的な長さに最も
近いものを選択してもよい。妊娠週数に対する氷人的なBPD、OFDは、例えば、20週数で、
46.2、59.1、40週数で、91.5、110.3等として知られているので、これらを利用すること
により、最適な計測結果を選択できる。
【００４３】
　以上のように、本実施例によれば、計測開始操作時に胎児もしくは探触子が移動するな
どして適切な画像が取得できなかった際にも、簡便な操作で適切な計測結果を取得するこ
とが可能となる。
【００４４】
　以上詳述した本発明によれば、胎児の頭部の計測に要する操作を削減し、簡便かつ高速
に計測を可能とできる。また操作者間の計測を均質化し、ユーザの熟練度に依存しない定
量的な計測結果を提供することができる。
【００４５】
　なお、本発明は上記した実施例に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれる。
例えば、上記した実施例は本発明のより良い理解のために詳細に説明したのであり、必ず
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いては、探触子や送受信部等を備えた超音波診断装置を例示して説明したが、得られたRF
信号等が蓄積された記憶装置の記憶データに対して、画像処理部以降の処理を実行する信
号処理装置にも本発明を適用できることはいうまでもない。また、ある実施例の構成の一
部を他の実施例の構成に置き換えることが可能であり、また、ある実施例の構成に他の実
施例の構成を加えることが可能である。また、各実施例の構成の一部について、他の構成
の追加・削除・置換をすることが可能である。
【００４６】
　更に、上述した各構成、機能、処理部等は、それらの一部又は全部をCPUで実現するプ
ログラムを作成する例を説明したが、それらの一部又は全部を例えば集積回路で設計する
等によりハードウェアで実現しても良いことは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４７】
1001　超音波画像
1002　胎児頭蓋骨
1003　児頭大横径
1004　児頭前後長
1005　児頭周囲長
1006　正中線
2001　探触子
2002　送受信部
2003　アナログ／デジタル変換部
2004　ビームフォーミング処理部
2005　画像処理部
2006　ユーザ入力部
2007　制御部
2008　頭部計測部
2009、17002　表示部
2010　CPU
3001　変換部
3002　探索部
3003　逆変換部
3004　楕円算出部
3005　妥当性判定部
3006　中心部マスク部
3007　終了判定部
3008　中心更新部
3009　算出部
9001　探索された曲線
10001　当てはめられた楕円
13001　計測結果表示窓
14001　角度補正部
16001　輝度総和算出部
16002　判定部
16003　補正部
17001　記憶部
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